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（1）

期間／

内容／
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期間／

内容／
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期間／

内容／

2．

（1）

分類 作品名 作者名 材質技法／ 形状 　備考

① 浮世絵 福神寶酒宴 歌川貞秀 紙・ 木版／
竪大判錦絵
三枚続

　購入

② 日本画 乗（大下図） 伊藤髟耳 紙本着色／額装・一面 　寄贈

（2）

休館日は月曜日とし、月曜日が祝日の場合には開館し、翌日火曜日を休館としました。

なお、4月16日（木）新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発出されたため、浜松市内の他館の動向に合わせ、

4月22日（水）～5月6日（水）まで臨時休館いたしました。

また、多くの来場者が見込まれるため、5月14日（木）、当館の開館記念無料開放日も急遽臨時休館としました。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う社会情勢を踏まえ、本年度中に予定していたギャラリートーク等の

イベントの開催は、全て中止いたしました。

入館者数

内容

展示室／培広庵コレクションから、近代美人画を代表する作家たちの作品、46点を展示しました。

特別展示室／杉浦非水の木版画　『非水百花譜』　の内、20点を展示しました。

＊同時開催＊　日本近代のグラフィックデザイナー杉浦非水の世界　（特別展示室「素芸洞」）　

会期／開催日数 （内訳・平均）

4月4日-5月31日／計37日間（予定；48日間）
1,103名

内　　 訳：大人1,080名、小中高生23名

*臨時休館／4月22日～5月6日、 5月14日 1日平均：29.8名

収集

平野美術館の令和2年度の収集作品は、以下の通りです。

収集作品総数　／　2　作品　　　

公開

令和2年度は、4回の展示替えを行いました。

①特別展 「うるわしの美人画づくし～培広庵コレクション～」

令和2年7月4日（火）、7月5日（水）

警報装置、配電盤の交換

共有スペース（階段、エントランス等の壁・天井）塗装工事

令和3年3月3日-3月27日

壁や天井の塗装工事

美術品の収集、保存、公開　（定款　第4条　第2号）

平野美術館の令和2年度の事業の状況は、以下のとおりです。

平野美術館の管理及び運営　（定款　第4条　第1号）

消火設備の点検

令和2年6月17日（水）、8月27日（木）、12月25日（金）、令和3年2月16日（火）

施設内の設備の点検

消防設備（警報装置、配電盤）の交換

事 業 報 告 書
(令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）
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主催：公益財団法人平野美術館、中日新聞東海本社　　　後援：浜松市、ﾃﾚﾋﾞ静岡、浜松ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ株式会社、K-ｍix、

中日ｼｮｯﾊﾟｰ　　特別協賛：株式会社丸八アセットマネージメント　　協力：培広庵、ﾔﾏﾄｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社

※キッズアートプロジェクトしずおか　パスポート利用可

入館者数

内　　 訳：大人594名、小中高生33名

1日平均：12.3名

主催：公益財団法人平野美術館　　　後援：静岡県、浜松市　　　特別協賛：株式会社平野興産

※キッズアートプロジェクトしずおか　パスポート利用可

入館者数

主催：公益財団法人平野美術館　　　後援：浜松市　　　特別協賛：株式会社丸八アセットマネージメント

※キッズアートプロジェクトしずおか　パスポート利用可

入館者数会期／開催日数 （内訳・平均）

10月24日-12月20日／計50日間
1,115名

内　　 訳：大人1,058名、小中高生57名

1日平均：22.3名

入館料

大人500円・中高生300円・小学生200円 ※20名以上団体割引2割引・土日は小中学生無料

④特別展 「駿府博物館名品展－明治の巨匠から静岡ゆかりの現代作家まで－」

＊同時開催＊　斎藤隆の世界　（特別展示室「素芸洞」）　

内容

展示室／当館の収蔵作品の中から、様々な技法で表現された動物作品56点を展示しました。

特別展示室／平野憲が描く動物作品8点を展示しました。

関連イベント／「美術館でかくれんぼ」と題して、出品作品の中に隠れている動物を探すワークシートを作成。

　　　　　　　　　来館者に体験していただき、参加賞としてどうぶつ大集合展オリジナルシールをプレゼントしました。

主催・後援等

③館蔵品展 「どうぶつ大集合」

＊同時開催＊　平野憲の世界　（特別展示室「素芸洞」）　

会期／開催日数 （内訳・平均）

8月22日-10月11日／計45日間
956名

内　　 訳：大人863名、小中高生93名

1日平均：21.2名

内容

展示室／近世から現代に至るまでの静岡県側から見える「富士山」にスポットを当て、44点の作品を展示しました。

特別展示室／平野素芸が描いた作品10点を展示しました。

主催・後援等

入館料

大人500円・中高生300円・小学生200円 ※20名以上団体割引2割引・土日は小中学生無料

②企画展 「富士へのあこがれ－静岡県側から見える姿－」

＊同時開催＊　平野素芸の世界　（特別展示室「素芸洞」）

会期／開催日数 （内訳・平均）

6月13日-8月10日／計51日間
627名

（前期/6月13-7月5日、後期/7月7日-8月10日）

主催・後援等

入館料

大人800円・中高生300円・小学生200円 ※20名以上団体割引2割引・土日は小中学生無料

2



添付資料-1

協力／静岡大学の学生の卒業論文　「絵本の表現方法を取り入れた親子で楽しむガイドブックの制作と展覧会の集客に

　　　　 与える影響の調査」という研究テーマの調査に協力。少し大人向けの本展に対して制作された子供向けの展覧会

主催：公益財団法人平野美術館、駿府博物館（公益財団法人静岡新聞・静岡放送福祉事業団）、静岡新聞社・静岡放送

※キッズアートプロジェクトしずおか　パスポート利用可

総開館日数 183 日

総入館者数 3,801 人

3. 美術に関する講演会などの開催（定款　第4条　第3号）

（1） 講演会

（2） 教育普及活動

4.

5.

6. 館蔵品選集及び企画展の図録、絵はがきなどの販売事業（定款　第4条　第7号）

令和2年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、ギャラリーの開放は行いませんでした。

地域作家等による技術指導　（定款　第4条　第6号）

令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、ワークショップ等は実施しませんでした。

展覧会事業において、図録・絵はがき・書籍などの関連商品の制作及び販売を行いました。地域文化における美術
の普及を目的としているため、きわめて低廉な価格設定としています。令和2年度の売上金額は　415,960　円　でし
た。

入館料

大人800円・中高生300円・小学生200円 ※20名以上団体割引2割引・土日は小中学生無料

令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、講演会等は開催しませんでした。

令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、予定していたものも含め、ギャラリートーク等は実施
しませんでした。

ギャラリーの地域作家等への開放　（定款　第4条　第5号）

内容

展示室／駿府博物館に所蔵される近現代の日本画と創作版画の中から、選りすぐりの作品、57点を展示しました。

特別展示室／日本画家・斎藤隆が描いた作品7点を展示しました。

　　　　 ガイドブックを通じ、親子での対話型観賞の機会を提供しました。

主催・後援等

後援：浜松市　　特別協賛：株式会社平野興産
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7.

（1）

① 借用 令和2年度の借用は以下の通りです。

培広庵

No. 作品名 作者名 公開期間 備考

1 屋形船の図 村上華岳 4月4日-5月31日 日本画

2 粧ひ 樋口富麻呂

3 舞妓 岡本神草

4 京舞妓 北野恒富

5 紅衣 山川秀峰

6 髪すき 川崎小虎

7 伊勢詣 谷角日沙春

8 舞妓 土田麦僊

9 裸婦 甲斐庄楠音

10 太夫 廣田百豊

11 安倍野 山川秀峰

12 塩冶判官の妻 渡辺省亭

13 塩冶高貞妻浴後図 渡辺省亭

14 嵯峨野(仏御前の図) 渡辺省亭

15 桜狩り 島崎柳塢

16 踊妓 小西長広

17 後の月 石井滴水

18 雪中二美人の図 森川青坡

19 今様官女図 幸野楳嶺

20 つづみ 島成園

21 御代参詣 池田輝方

22 江の嶋 鏑木清方

23 翠影 鏑木清方

24 秋の錦 鏑木清方

25 初雪 鏑木清方

26 薄暮 伊東深水

27 積雪 伊東深水

28 桜狩の図 上村松園

29 舞妓 堀井香坡

30 旅路 勝田哲

31 たそがれの庭 梶原緋佐子

32 涼風 吉川観方

33 夕涼 紺谷光俊

34 手鏡 紺谷光俊

35 願いの糸 北野恒富

＊特別展 「うるわしの美人画づくし～培広庵コレクション～」

借用期間

4月2日-6月3日

その他の事業　（定款　第4条　第8号）

作品の借用及び貸出　（※個人情報保護のため、個人の方からの借用の記載は除く）
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培広庵（続）

No. 作品名 作者名 公開期間 備考

36 秋思 池田蕉園 4月4日-5月31日 日本画

37 傘の舞妓 岡本神草

38 春光 木谷千種

39 秋思 吉川観方

40 投扇興 竹久夢二

41 素踊 山川秀峰

42 研遊帖 堂本印象

43 化粧 島成園

44 祇園白川巽橋 磯田又一郎

45 つれづれ 島成園

46 涼風 梶原緋佐子

47 更衣 紺谷光俊 　　　　未公開

48 宵夷之図（十日戒） 森川青坡

矢田原第三農家組合 ＊奈良市指定文化財／奈良国立博物館寄託

No. 作品名 公開期間 備考

1. 富士参詣曼荼羅 6月13日-7月5日
＊
日本画

公益財団法人木下美術館

No. 作品名 公開期間 備考

1. 6月13日-8月10日 日本画

2. 霊峰 横山大観 7月7日-8月10日

豊橋市美術博物館

No. 作品名 作者名 公開期間 備考

1. 冨嶽涛風 平川敏夫 6月13日-8月10日 日本画

掛川市二の丸美術館 ＊静岡県指定文化財

No. 作品名 公開期間 備考

1. 6月13日-7月5日 日本画

2. 富士三保松原図 大久保一丘

3. 白糸瀑図 村松以弘 7月7日-8月10日
＊
日本画

富士見西行図 大久保一丘 5月29日-8月19日

計／　3作品

計／　2作品

借用期間

5月29日-8月19日

計／　1作品

作者名 借用期間

計／　1作品

作者名 借用期間

山海図絵
（伊豆の追憶）

不染鉄 5月28日-8月20日

4月2日-6月3日

計／　48作品

＊企画展 「富士へのあこがれ－静岡県側から見える姿－」

借用期間

5月28日-8月21日

借用期間
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駿府博物館

No. 作品名 作者名 公開期間 備考

1 登呂幻想Ⅰ(壺と草木) 小川龍彦 4月4日-5月31日 日本画

2 登呂幻想Ⅱ 小川龍彦

3 静岡百景 「爪木崎の夏」栗山茂

4 古代の賦「三姉妹」 栗山茂

5 天城トンネル 前田守一

6 五彩の海 牧野宗則

7 創世 牧野宗則

8 初夜上堂 浦田周社

9 街道郷愁 前田光一

10 猫 大城貞夫

11 麥秋 大城貞夫

12 斜景 海野光弘

13 うたたね森 風鈴丸

14 二人の女の顔 北川民次

15 Transit Ⅱ 柳澤紀子

16 ヒトタチ 青木鐵夫

17 AT TABLE 2 青木鐵夫

18 嵐山渡月橋 浦田儀一

19 風景 中川雄太郎

20 吹雪 伊東深水

21 山姥・金太郎 鏑木清方

22 林間残照図 橋本雅邦

23 煙雨帰漁図 橋本雅邦

24 雪中南天に雀図 川端玉章

25 湖畔秋月 寺崎広業

26 月下吹笛 寺崎広業

27 狐婚礼 下村観山

28 草廬三顧 下村観山

29 滝見観音 木村武山

30 奔泉紅葉 川合玉堂

31 秋景山水 山内多門

32 松竹楳山水図 鈴木松年

33 秋霽 竹内栖鳳

34 青緑高岳慶雲図 小室翠雲

35 紅葉 結城素明

36 溪橋清靄 結城素明

37 柘榴栗鼠 平福百穂

38 達磨画賛 古川大航

39 新粧 西山翠嶂

借用期間

4月2日-6月3日

＊特別展 「駿府博物館名品展－明治の巨匠から静岡ゆかりの現代作家まで－」
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駿府博物館（続）

No. 作品名 作者名 公開期間 備考

40 婦女図 鏑木清方 4月4日-5月31日 日本画

41 金閣寺の雪姫 鏑木清方

42 女歌舞伎 鏑木清方

43 寿老・松竹梅 松林桂月

44 仲秋の月 横山大観

45 空山帰樵 川合玉堂

46 高原晩秋 児玉希望

47 爽涼 田中以知庵

48 清韻 田中以知庵

49 漁樵問答 堂本印象

50 葵の上 広田多津

51 寮乃雪 島成園

52 雛妓 菊池契月

53 深園の月 三木翠山

54 お初 上村松園

55 源氏物語関屋図 小堀鞆音

56 小野道風 荒井寛方

57 業平 長野草風

58 慶州仏国寺石塔 平塚運一 　　　　未公開

59 素秋 児玉希望

60 晩秋 児玉希望

② 貸出 令和2年度の貸出は以下の通りです。

＊特別展「きもの　KIMONO」 会期：4/14-6/7　変更→6/30-8/23

東京国立博物館 *　寄託作品

No. 作品名 公開期間 備考

1.
4月14日-5月10日
※会期変更
6月30日-7月26日

*
工芸

貸出期間

重要文化財
紫地段花菱円文散草花模様縫箔小袖
（※京都国立博物館寄託）

3月18日-9月16日

計／　1作品

　貸出作品総数　／　1カ所　1作品　　

借用期間

4月2日-6月3日

計／　60作品

　借用作品総数／　　6カ所　　115作品　　

7



添付資料-1

（2） 画像の貸出　（※展覧会広報に係る画像の貸し出しは除く）

令和2年度は、5件の画像の借用・掲載申請を受け、5作品の画像を館外の刊行物や研究者に提供しました。

No. [申請画像]

作品名 貸出し品 許可・貸出先
／使用目的

申請年月日
許可年月日

浜松市文化財課

立命館大学　

株式会社平凡社

特定非営利法人日本茶インストラクター協会

読売新聞東京本社

　* 寄託作品

（3） 博物館実習等

令和2年度は、4名の博物館実習生を受け入れました。

実習期間

6月2日（火）- 8月1日（土）の内、6日間 　田代唯　　（学芸員）

　平出実乃里（学芸員）

参加者

　静岡大学情報学部　1名、静岡文化芸術大学文化政策学部　3名

内容

・ オリエンテーション／平野美術館概要説明・館内見学・企画展「富士へのあこがれ」展示作業見学

・ 展覧会概要、企画立案・準備などの講義

・ 作品解説の書き方・実習・評価

・ 課題／館蔵品展「どうぶつ大集合」へ出品予定の作品解説を1人2点作成

・ キャプション等、パネル作成実習（館蔵品展「どうぶつ大集合」のパネル作成作業を実施）

・ 企画展「富士へのあこがれ」見学

・ 課題／企画展「富士へのあこがれ」の仮想ワークショップ立案、発表

・ 図書整理の補助

・ 広報物発送の準備の補助

　 等、博物館学芸員資格取得を目指す学生を対象に実習を行いました。

（4） キッズアートプロジェクトしずおかに加盟

静岡県内の美術館・博物館が連携し、 次代を担う静岡県内の小学生に本物の芸術に触れる機会を提供する事業

「キッズアートプロジェクトしずおか」（ＮＰＯ法人「キッズアートプロジェクトしずおか」（理事長・木下直之県立美術館

館長））  に加盟し、事業の展開に協力しました。配付された 『ミュージアムパスポー ト』 を持参した児童は、入館料

無料としました。 なお、令和2年度は、109名が『ミュージアムパスポート』を利用されました。

　許可・貸出画像総数　／　5カ所　5作品　　

担当

4.
*
蘭字「HINODE　TSURU　CHOP」
1909年　紙・木版

-
12月 14日
12月 18日／会報誌『茶論77号』

　　（2021年1月末発行）に掲載

5.
*
歌川芳藤「五拾三次之内猫之怪」
1847年　紙・木版

データ
3月 09日
3月 10日／『読売KODOMO新聞』

　　（2021年3月18日発行）に掲載

2.
森田曠平「木花之開耶姫」
1975年　紙本着色

データ
12月 06日
12月 06日／卒業論文 「近代日本画の成熟とモダニティ-

　 堂本印章《木華開耶姫》を中心に」に掲載

3.
*
松井冬子「浄相の持続」
2004年　絹本着色

ポジフィルム
12月 08日
12月 08日／『別冊太陽　松井冬子』

　　（2021年1月25日発行）に掲載

1.

*重要文化財
紫地段花菱円文散草花模様
　　　　　　　　　　　　　　縫箔小袖
（※京都国立博物館寄託）

データ
9月 15日
9月 15日／『浜松市文化財保存活用地域計画　資料編』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に掲載
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1. 処務の概要

(1) 役員等に関する事項

就任
（重任）
年月日

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

　平野 健太郎 R2.6.21

R2.6.21

R2.6.21

（2）職員に関する事項

就任年月日 　備考

H24.12.3 ※館長就任／H7.11.1　※逝去のため名誉館長退任／R3.5.11

H24.12.3 ※副館長就任／H1.4.26

H11.9.6 ※副館長就任／R2.6.21

H29.1.21

H31.4.1

R2.10.1

H1.4.26

H28.3.24

H31.3.26 ※R2.5.20退職

R2.6.12事務員 　小林 　彩希

事務員 　平野 三千子

事務員
（学芸員）

　岡本 真智子

事務員 　谷野　 晶子

学芸員 　田代　　 唯

学芸員 　平出 実乃里

学芸員 　鈴木　 郁美

名誉館長 　平野 まさ子

館　長 　平野     弘

副館長
（学芸員）

　杉山 知太郎

同 　米田　 　寛 　前駿府博物館館長

定款第15条（評議員の報酬等）の規定により、評議員は無報酬とする。
定款第31条（役員の報酬等）の規定により、理事及び監事は無報酬とする。

職務 　氏名

同 　平野　 　修 　株式会社丸八エンターテインメント代表取締役

同 　㈱アートソーシング代表取締役

同 　柳澤　 紀子 　美術家

同 　金原　 宏行 　前豊橋市美術博物館館長

同 　髙松　 良幸 　静岡大学情報学部教授

監　事 　中野　 良之 　特定非営利活動法人WB金融経済研究所理事

評議員 　河村　 基夫 　秋葉山本宮秋葉神社宮司

同 　西田 かほる 　静岡文化芸術大学文化政策学部国際文化学科教授

同 　平野　 啓介 　丸八不動産㈱代表取締役、㈱サクシード代表取締役

同 　佐藤　 育男 　中日新聞社取締役　東海本社代表

同 　鈴木 富士男 　前浜松信用金庫最高顧問

理事長 　平野　 　弘 　株式会社平野興産代表取締役

理　事 　西湖山龍雲寺前住職、常葉学園浜松大学名誉学長

事 業 報 告 の 附 属 明 細 書

令和3年3月31日

役名 　氏名 　略歴
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（3）会議に関する事項

①理事会

開会年月日 結果

R2.5.30

承認

第2号議案 役員（理事・監事）の任期満了に伴う改選に関する件 承認

承認

R2.6.21

承認

R2.10.17

承認

R3.3.6

承認

第2号議案 決議の省略の方法による第20回評議員会招集の件 承認

②評議員会

開会年月日 　審議事項 結果

R2.6.21

承認

第2-7、9号議案 理事・監事の任期満了に伴う改選に関する件 承認

第8号議案　評議員の選任に関する件 承認

R3.3.21

承認

承認

（4）許可、認可及び承認に関する事項

① 展覧会に関する事項

＊令和2年度／企画展　「富士へのあこがれ－静岡県側から見える姿－」

備考

R2.4.2
／R2.4.17

R2.4.2 　浜松市
／R2.4.2 　後援名義の使用についての許可申請

R2.4.14
／R2.4.15

*令和2年度／館蔵品展　「どうぶつ大集合」

備考

R2.4.16 　浜松市
／R2.4.16 　後援名義の使用についての許可申請

R2.5.22
／R2.5.26

申請年月日
／許可年月日

　申請事項

浜市美
第13号

　株式会社丸八アセットマネージメント

　特別協賛名義の使用についての許可申請

　静岡県 文政
第13号　後援名義の使用についての許可申請

浜市美
第1号

　株式会社平野興産

　特別協賛名義の使用についての許可申請

　第20回評議員会（決議の省略）

[審議事項] 第1号議案 令和3年度事業計画案及び収支予算案等承認の件

第2号議案 基本財産への組み入れの件

申請年月日
／許可年月日

　申請事項

[審議事項] 第1号議案 令和3年度事業計画案及び収支予算案等承認の件

[報告事項] 理事長による自己の職務の執行状況の件

　第19回評議員会（決議の省略）　

[審議事項] 第1号議案 令和元年度事業報告及び収支決算等承認の件

　第25回理事会　

[審議事項] 第1号議案 令和2年度事業計画案一部変更承認の件

[報告事項] 理事長による自己の職務の執行状況の件

　第26回理事会　

第3号議案 決議の省略の方法による第19回評議員会招集の件

　第24回理事会（決議の省略）　

[審議事項] 第1号議案 理事長1名選定の件

　審議事項

　第23回理事会（決議の省略）　

[審議事項] 第1号議案 令和元年度事業報告及び収支決算等承認の件
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＊令和2年度／特別展　「駿府博物館名品展－明治の巨匠から静岡ゆかりの現代作家まで－」

備考

R2.8.5
／R2.8.24

R2.7.14
／R2.7.16

R2.8.26

／R2.9.1

② 他館との協力に関する事項

＊「静岡県日本画連盟主催　第43回　静岡県日本画展 」　会期；10月7日-10月11日

R2.5.20
／R2.5.24

※R2.7.25　第43回静岡県日本画展開催中止

（5）契約に関する事項

博物館総合保険加入

（6）寄附金に関する事項

令和2年度は以下の通りです。

総額 円　 （法人　3件、　個人　1件）

（7）給付金に関する事項

令和2年度は以下の通りです。

　申請事項 　給付金額 給付年月日

R2.6.30

／R2.6.30

（8）借入金に関する事項

該当なし

（9）行政庁の指示に関する事項

①行政庁：静岡県への申請・報告事項

R2.6.30

／R2.6.30

R2.7.9 

／R2.7.9

R3.3.24 　静岡県（行政庁） 令和3年度事業計画書・収支予算書・資金調達及び設備投資の見込み

／R3.3.24

②静岡県教育委員会の立入検査

　検査実施日時／令和2年 12月 8日（火）午前10時から午後4時

　検査実施場所／浜松市中区元浜町166番地（公益財団法人平野美術館事務所）

　※静岡県教育委員会からの指摘事項はありませんでした。

を記載した書類

申請年月日
／受理年月日

　報告事項

　静岡県（行政庁）　事業報告等の提出

　静岡県（行政庁）　理事、監事、評議員変更届出書の提出

　静岡県日本画連盟主催　第43回　静岡県日本画展 　・平野美術館長賞 授与予定
　・副賞　授与予定　後援名義の使用及び「平野美術館長賞」提供の承認

10,500,000

申請年月日
／受理年月日

　持続化給付金事務局　持続化給付金の給付申請 2,000,000円 R2.8.24

　株式会社平野興産

　特別協賛名義の使用についての許可申請

申請年月日
／許可年月日

　承認事項 　備考

申請年月日
／許可年月日

　申請事項

　静岡新聞社・静岡放送

　共催名義の使用についての許可申請

　浜松市 浜市美
第43号　後援名義の使用についての許可申請
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（10）その他重要事項

　[名誉館長・平野まさ子の退任について]

　 平成7年11月1日より当財団の館長を務め、平成24年12月3日より名誉館長に就任した平野まさ子が、令和3年

　5月11日、満100歳にて永眠いたしました。

　 ここに生前のご厚誼に深謝いたしますとともに、謹んでご報告申し上げます。

　 つきましては、令和3年5月11日をもちまして、逝去のため、平野まさ子は、当財団の名誉館長を退任いたし

　　ます。
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